
え‾‾二三三ミニ「：二三王子 ＿＝　‾千手細雪mh＿

∴晩秋の城下町‘秋月’’を訪ねで
●と　き11月28日㈱

●篇集入賞135人（先着順）

●着意期蘭11月18日（月ト21日㈱

●行　糎　役場出発（8：30）一一→甘木I・C－→甘木歴史資料館（10：00～10：40）

ニ糠月機軸鵬（111：00一12；劫〔書宣〕i　　　　‥
一一一→キリンビール福岡工場（13：00～14：紬）・一一一－役場着（16：00）

」自●車込み・闘い合あせ
Y、●i

参加の希望者は （昼食代は希望者のみ弁当600円）
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主な行 �事と �と �日程（雨天決行） � � 

行　事　内　容 � � �行　事　内　容 �lO �7日 

記　念　式　典 � �● �演芸会 カラオケ・踊り・大正琴 （鷲器霊金） � �● 

農畜産物共進会 � �● 

子供コーナー � �● 農産物・加工品 �● �● 
即　　売　　会 ���（器荒タコ） 入場整理券を午前9時 

チャリティーI〈ザー � �● 

野菜即売会（超特価） 午前11時i午後2時か らの2回 ���30分から配布（先着順） 

乳製品即売会 � �● 

水産コーナー � �● 苗木・植木の �● �● 
♭せり売り大会 ♭水産物直売 ���即　　売　　会 

生活用品展示 即　売　会 �● �● 

米の消費拡大 　コーナー � �● 
近代農機具・自 � �● 

〉ボン菓子 ���動車即売会 
無料コーナー ���最新型農機具と 

♭コシヒカリ 　早釣り競争 ♭幸村梨江歌謡ショー・ 　サイン会 ���車の展示 

商工会コーナー � �● 

♭大当たり福引き大会 ���会員店舗が 

♭米のすくい取り大会 ���謝恩大サービス 

棚
回

開園 消費者相談は、役場産業課へ

クレジット、4万円未満の商品l二は注意
販売店で商品を10回の分割払い

で購入する契約をしました。し

かし、契約してから1カ月も経つのに

商品が送られてきません。

信販会社への第一回目の支払い日が
もうすぐです。お金だけ払って、品物
がこないのではと心配です。どうすれ

ばいいのでしょうか。

日最近クレジットは、消費者にとって便利なうえ、高額な商品で

も買いやすいことから、利用する人が

急増しています。

昭和62年の取り扱い高は約18兆円で、
10年間で3倍以上もの規模になってい

ます。しかし、契約がだんだんと複雑
になってきたことなどにより、トラブ

ルも増えています。

相談例の場合は、図のような取引形
態で商品が送られてくるはずですが、

商品の引き渡しがないことから、代金
の支払いを拒むことができます。

そのほかにも商品にきずがあったり、

販売の条件となっているサービスがな

かったりした場合でも拒むことができ

ます。ただし、商品の支払いが4万円

未満の時は、対象となりませんのでご

注意ください。

クレジットを利用する時は、代金の

支敬い先や手数料など契約内容がどう
なっているのか、またクーリング・オ

フ制度などの内容が菖かれた書面があ

るかどうかなどにも、十分注意して契

約してください。

それに“知人や友人から頼まれたか

ら〝　といって、安易に名前を貸すのは

絶対に避けましょう。

〆



●農政商工係では、農林水産業・商工業

の振興、米穀管理、消費者行政、産業統

計などの薬務を行っています。

●農地整備係では、農道整備、土地基盤

整備、浦池整備などの業務を行っていま

す。

●農業委員会では、農地の転用許可・自

作農維持賞金・農業者年金などに関する

業務を行っています。

く農政商工儀〉

夏まつり、釣り大会などのイベントを担

当していますが、今後とも町民のみなさ

んのご協力と多数の参加をお願いしま

す。

く農業委員会〉

農地の売買をしたり、形状を変えたりす

る前iC、必ず廃業委員会事務局にご相談

をお願いします。

ヽ＼

団器用ら臨調朝

田認諾講書器脚
‖所得税i　‾ニ

′ピート収入は、通常、給与新制：なりま†。

輿さまの′3－トの年収が100万円以下ですと、

給与所得鰯網〈最低65万円）を差し組、腰

細湛蛾除〈35万円）以下（：なり、前納は

かか日常んし、ご主人の新砂ら肥信者控

除般周れます。

義士、内職雄の収入（：ついで広次のG④

い拙く：はて焼8万は、必要経費として収

入か嫡万円接し引〈ことができま†。

①細別脂、膜員、集金人、拗量計の検

針大雄、特定の大朝して継思しで労務の提

供を†8万。

⑤轢所得およ鵬所勧l煩鰯と絵師縛

の収入金領の合計が6師帥：満雄い方。

住民蹟／
パートや内戦の年収が99万円以下で†と、給

与所得の鏑が住民線の非課税隈鰯（社万円）

以下になりま†ので、住民軸砂かり雄ん。

〈表1〉

g嵩器晋航偶細胞

即諾蒜諜詔書
輿さまのパート収入飢：よって、控醐瀾

整されま†ほ2参照）。

溝、削脂特別盤険は、ご主人の合計所得

が1，000万円（給与離間の‡胎、給与年収

で約1，220万円〉網高年には釦もこけ

でさま膏ん。

〈表2〉

粥の小臥 �離婚 鰯 �醜着 艦醸 � 

0－　納言朋 �35 �35 �70 

700．000－　749，999 �35 �30 �65 

750．000－　799．950 �鈎 �25 �60 

800．000－　的寝間 �35 �20 �55 

脚．000－　899．999 �35 �15 �50 

900．000－　鮒．醐 �節 �10 �45 

脚．肌手　駒．9関 �35 �5 �的 

上000，000 �鈍 � �35 

），000，00ト1，鵬．（朋 � �35 �35 

1．脚．000－1．的9．期 � �30 �30 

1．1肌000－1．149．期 � �25 �25 

1．150，00（ト1，199．棚 � �20 �20 

1，200，州ト1，249．鯛 � �15 �15 

1．糊，0伽ー）か9．馳 � �10 �10 

1，300．000－1朝9．期 �－ �5 �5 

1．350、000以上 � � � 
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14Cを含む試料中の、
14C法度の経年変化（測

定点は古代エジプト訳
料i二ついてi）ピーの得

た値）

5回大気中の炭酸ガスの14C濃度

全国秋の火災予防運動

る話・姦”
欝

舌
代
〝
遠
賀
人
〟
の

足
跡
＄
謹
話

平
成
二
年
五
月
か
ら
ー
尾
崎
・
天
神
遺
跡
と
鬼
津
・
桑
畑
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
両
遺
跡
よ
り
数
多
く
の
遺
構
と
遺
物
か
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
紹
介
を
主
と
し
、
町
内
に
所
在
す
る
数
多
く
の
遺
跡
の
紹
介
も
兼
ね
、
旧

石
器
時
代
か
ら
歴
史
時
代
ま
で
の
概
要
と
古
代
の
人
々
か
残
し
た
様
々
な
足
跡

を
辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
連
載
回
数
は
二
十
数
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

伯
方
器
時
代

◎
科
学
的
な
年
代
測
定
法

尾
崎
・
天
神
遺
跡
の
調
査
で
は
、
後

期
旧
石
器
時
代
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
7

点
（
今
年
度
は
6
点
）
と
、
終
末
期
に

属
す
細
石
刃
が
2
点
　
（
今
年
度
は
1

点
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

調
査
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
限
定
し
た

1
0
m
四
方
の
調
査
区
内
よ
り
、
6
点
の

ナ
イ
フ
形
石
器
と
共
に
黒
殿
石
の
石
核

と
縦
長
剥
片
や
多
数
の
剥
片
が
ま
と
ま

っ
て
出
土
し
た
点
で
す
。
初
回
で
説
明

し
ま
し
た
が
、
石
核
よ
り
多
数
の
石
刃

を
剥
ぎ
取
り
、
そ
の
石
刃
を
刃
潰
し
、

加
工
を
行
っ
て
ナ
イ
フ
形
石
器
が
造
ら

れ
ま
す
。
こ
の
一
連
の
製
作
過
程
で
み

ら
れ
る
晶
が
、
一
個
所
よ
り
集
中
的
に

出
土
し
た
事
象
か
ら
、
こ
の
付
近
で
住

み
、
石
器
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

出
土
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
は
約
一
万

と
と
も
に
壊
変
す
る
牲
棺
が
あ
り
、
物

体
に
含
ま
れ
て
い
ろ
炭
素
1
4
の
洩
度
を

測
定
す
る
こ
と
で
年
代
が
測
定
さ
れ
る

の
で
す
。
こ
の
炭
窯
鴫
は
第
5
図
の
様

に
、
一
定
の
曲
線
を
描
い
て
硬
変
し
ま

す
が
、
半
数
が
壊
変
す
る
ま
で
の
時
間

（
半
減
期
）
は
お
よ
そ
五
千
七
百
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
様
な
物
体
に
含
ま
れ
て
い
る
か

と
言
う
と
、
橙
物
は
大
気
か
ら
炭
素
を

摂
取
し
ま
す
し
、
動
物
は
そ
の
梅
物
を

会
し
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

か
ら
、
発
掘
現
場
で
は
構
物
の
炭
化
材

や
、
貝
塚
か
ら
多
々
発
見
さ
れ
る
動
物

の
骨
な
ど
が
貴
重
で
あ
り
、
年
代
測
定

の
決
め
手
と
も
な
る
の
で
す
。

蛇
足
で
す
が
、
地
球
上
ど
こ
で
も
大

気
中
に
炭
素
1
4
の
濃
度
が
常
に
一
定
で

あ
る
と
の
仮
定
に
基
づ
い
て
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
炭
素
1
4
は
大
気

中
の
箆
素
が
宇
宙
線
中
性
子
に
照
射
さ

第　
　　
　　
（哩
烹嬰
）鞄
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O三

五
千
年
前
～
二
万
年
前
に
、
細
石
刃
は

約
一
万
年
的
～
一
万
三
千
年
前
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
ど
の
様
な
年
代
測
定
が

な
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し
ま
し
ょ

用
炭
素
1
4
年
代
測
定
法

大
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
に
は
、
普
通
の

炭
素
1
2
の
他
に
、
原
子
核
と
申
牲
子
を

2
個
余
計
に
も
っ
た
炭
素
1
4
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
炭
素
1
4
に
は
、
時
間

れ
供
給
さ
れ
て
お
り
、
宇
宙
線
の
強
度

に
時
間
的
な
差
異
が
あ
る
と
し
て
も
、

半
減
期
の
五
千
七
百
年
に
比
べ
る
と
大

気
の
混
合
の
速
度
は
宇
宙
的
時
間
尺
度

で
あ
り
、
常
に
一
定
と
考
え
て
差
し
支

え
な
い
で
し
ょ
う
。

沌
文
時
代
が
一
万
年
前
に
も
さ
か
の

ぼ
る
と
い
う
根
拠
は
、
神
奈
川
県
の
夏

鳥
貝
塚
よ
り
採
取
さ
れ
た
貝
殻
と
木
炭

か
ら
炭
素
H
の
測
定
法
で
算
出
さ
れ
た

年
代
で
あ
り
、
昭
和
三
十
五
年
に
、
ミ
シ

ガ
ン
大
学
で
実
施
さ
れ
た
の
で
す
。
以

後
、
様
々
な
分
析
法
の
結
果
と
各
地
の

遺
跡
に
お
け
る
事
例
よ
り
、
経
文
時
代

の
起
源
は
約
一
万
年
前
で
あ
る
と
の
説

〟
毎
日
が
火
の
元
警
報
発
令
中
〟

日
月
9
日
か
ら
、
全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
連
動
が
飴
ま

り
ま
す
。

遠
賀
町
消
防
団
で
は
、
1
1
月
同
日
の
午
前
1
0
時
か
ら
消
防

自
動
事
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け
ま
す
。

①
糠
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。

⑧
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

⑧
田
の
論
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

い。
④
天
ぷ
ら
を
禦
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
触
れ
な
い
。

⑤
家
の
周
り
に
、
魅
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
虫
だ
さ
を
し
な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
鰹
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

※
火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
、
午
前
1

時
と
午
後
1
時
の
2
回
、
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
を
行
い
ま
す
。



回鰯最近、よく「空き缶リン

グプルを1万個（約5匂）

集めると章いすがもらえ、社会福

祉協議会などへ寄付できる」とい

う話を耳にしますが本当にもらえ

るのでしょうか。

日　もし本当ならば良い情報だと思い調査しました。ま

ず空き缶のリングプル1万個を換

金すると約500円程度であり、車

いすは安くてら約4万円。通常の

交換ではまず無理。そこで可能性

の一番高い缶コーヒー・ジェース

のメーカーに問い合わせました。

しかし返ってくる言葉はみな「や

ってません」でした。次に財団法

人などの公益法人に問い合わせま

したが、やはりやっていない。さ

らに東京のアルミのリサイクルの

団体に問い合わせたところ「その

諸はデマです。」との回答。よく

剛、てみるとこの噂は福岡県に限

ったものではなく、全国的なもの

であることがわかりました。

この話のタネあかしは「リング

プルで車いすがもらえるのではな

く、リングプルを集めてそれを換

金し、蓄えたお金で車いすを購入

する」たったのです。また、アル

ミ缶は拾わずにリングプルだけを

集めたりなど奇妙な現象も超こっ

ています。しかしこの時のお蔭で

リングプルは確実に拾われたのも

事実です。今回記事を書く時に一

番心配しているのは「何だ単なる

喝だったのか」といってやめられ

ることです。県内にはアルミ缶等

のリサイクルを行っている障害者

の作業所もありますし、またリサ

イクル運動における「採算や収益」

は目的ではなく、結果としての産

物なのですから。どうか自然演猿

のためにも続けてくださいね。

●問い合わせ二心身障害者福祉情

報センター℡092（761）4151へ

う

年は　よ　すは　6　り　万　　す灰恕灰査掴ま 

編で眉　ま　く　第あこ　　ま　山が　ろ　紙Iを　り　　　　　定ラ　ミ 

が文に　よ　図分　し　の競IIC 

里莱彗棚誓雷撃箋罵 
端墨舞羊皇陸兵　　　一一一一一一一で一一一 

灘鵜繭▲産欠講京仙台 半憩室嘗誌を膏譜巌ibC一、、 屈のよ填’ま棲て○よ④i 

憲志補箋醤叢巌講　　第6図姶良丁秋山灰の広細 

＿＿　　　人　　　　し定心　　れ緯法－か　　可　し灰 

一国麗議題書経補講語彙網羅語 　　　学と献してい雲火に都でな高、ら 

の生歴　　だ　は　が仙山　は使い炭い　こ　は ‾－‾灘　だ活史　　次不　し墳灰通説ま　素かの　ナ 

め」親　　祭可ま　火を称明せ14　も　屈イ 
の本で欠しの述アしん測しがフ 懇鞄関篭事雷電講盤台馨 　　　　る’に予ヤ○他火せ層器 　　　　と年勘定とまの山んでが 

朗・天神軸の聯　　高　遠臓憲端に整50富里 

模寮審査会は、国民の中からくじで選
ばれた11人の倹裏書重賞が、犯罪の披
き吉事の申立て又は農機などで、模豪富
の不通晦処分のよしあしを審査するとこ
ろです。

あなたも倹葉書重賞Iこ選ばれることがあ
ります。選ばれたら国民の名書ある義弟
として協力し暮しよう。

小倉検察審査協会

お同い合わせは　　小倉接真審査会へ

置話093（56I）嬉3i



自分の年金について考えてみませんか。

を開催しまお

人生80年時代を迎え、老後

はもはや余生ではなく、第2

の人生そのものといえます。

このような状況の中で、老後

の生活を豊かに過ごすために

は、若いときからしっかりと

した生活設計をする必要があります。

遠賀町では、年金制麿の趣旨やしくみを正しく理解し

ていただくため、国民年金研修会を開催します。ぜひ、

ご参加ください。

●と　き＝11月22日（剣の19時20分から21時30分まで

●ところ＝広渡公民館

●講師・相談員＝県民生部国民年金企画係長、八幡社会

保険事務所職員など

〆‾

諺
配
。
田
瞳

『
な
か
ま
・
お
ん
が
女
性
大
学
』

の
受
講
生
を
購
果
し
ま
す
。

国
際
化
・
高
齢
化
と
急
速
に
動
く
社

会
の
中
で
、
く
ら
し
に
根
を
お
ろ
し
た

女
蛙
の
視
点
か
ら
2
1
世
紀
を
心
負
か
に

生
き
る
を
テ
ー
マ
に
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
）
1
月
お
目
（
水
）
か
ら
3

月
Ⅱ
日
（
水
）
ま
で
の
計
7
回
（
柳
時

間）●
と
こ
ろ
）
岡
垣
町
中
央
公
民
館

●
愛
機
料
）
無
料

●
真
筆
人
員
）
中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に

お
住
ま
い
の
女
牲
0
0
人
程
度

●
中
込
a
・
調
い
合
わ
せ
）
岡
垣
町
教

育
委
貝
会
社
会
教
育
課
℡
（
2
8
2
）

1

2

1

1

へ

●
内
　
容
）
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
、
各

種
福
祉
機
器
展
示
、
格
安
バ
ザ
ー
、
福

祉
施
設
作
品
の
展
示
販
売
な
ど

●
向
い
合
わ
せ
）
実
行
委
員
会
か
0
9

4

0

（

4

3

）

2

4

8

4

へ

第
6
回
調
書
旧
で
毒
と
共
に

生
き
る
文
化
祭
典
を
開
催

．
共
に
生
き
る
．
と
い
う
願
い
は
私

た
ち
膵
害
児
・
者
み
ん
な
が
持
つ
願
い

で
あ
り
悲
願
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の

住
む
地
域
の
中
で
人
々
と
一
緒
に
あ
た

り
ま
え
に
生
き
て
い
き
た
い
、
そ
ん
な

想
い
を
こ
の
文
化
祭
典
で
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

●
と
　
き
）
n
月
鑓
日
（
土
）
の
1
0
時

か
ら
1
6
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
粕
屋
郡
古
賀
町
中
央
公
民

館
、
勤
労
者
体
育
館

第
剛
回
遠
賀
部
婦
人
会
雲
量

教
義
調
座
の
要
請
重
要
簾
中

●
と
　
き
）
日
月
1
8
日
（
月
）
の
1
0
時

か
ら
1
2
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
遠
賀
コ
…
、
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ンター
●
購
師
・
機
器
）
時
枝
悦
子
先
生
「
こ

れ
か
ら
の
婦
人
像
」

●
愛
機
料
）
無
料

●
問
い
合
わ
せ
）
福
田
幸
子
℡
（
2
9

3

）

0

1

1

1

へ

県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

平
成
4
年
度
学
生
真
簾
中

●
真
集
科
目
）
轟
卒
以
上
コ
ー
ス
（
空

調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
な

ど
）
中
卒
以
上
コ
ー
ス
（
総
合
建
築
科
）

一
触
求
職
者
コ
ー
ス
（
O
A
ビ
ジ
ネ
ス

科
、
O
A
経
理
科
）

●
愛
機
料
）
無
料

●
募
集
期
間
）
平
成
4
年
2
月
1
8
日
ま

で
（
総
合
建
築
科
は
新
卒
の
み
）

●
問
い
合
わ
せ
）
県
立
福
岡
高
等
技
術

専
門
校
℡
0
9
2
（
6
8
1
）
0
2
6

1
へ

第
2
回
U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

県
で
は
、
首
都
圏
や
大
都
市
圏
の
在

住
着
で
U
タ
ー
ン
を
希
望
さ
れ
て
い
る

人
を
対
象
に
「
U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き
）
日
月
0
0
日
（
日
）
の
0
0
時

か
ら
1
7
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
東
京
交
通
会
館
職
階
（
東

京
都
千
代
田
区
有
楽
町
2
I
1
0
I
l
）

●
対
象
職
種
）
健
気
（
子
）
技
術
、
機

械
技
術
、
情
報
処
理
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
）
福
岡
人
材
U
タ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
℡
0
9
2
（
7
7
1
）
8
8

2
8
へ

奴
〓
抽
8
9

鮫
区
別
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〝
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〟

今
回
は
、
誠
に
で
も
で
き
る
軽
ス
ポ

ー
ツ
（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）
で
す
。
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
広
嚢
中
学
校
区

●
と
き
）
Ⅱ
月
1
2
日
（
火
）
・
1
9
日

（
火
）
の
陶
時
0
0
分
～
2
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
）
広
渡
小
学
校
体
育
館

書
き
田
中
学
校
区

●
と
き
）
n
月
1
3
日
（
水
）
・
2
0
日

（
水
）
の
噌
時
0
0
分
～
2
1
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
）
島
門
小
学
校
体
育
館

○
浅
木
小
学
校
区

●
と
き
）
Ⅱ
月
1
4
日
（
木
）
・
2
1
日

（
木
）
の
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
）
浅
木
小
学
校
体
育
館

○
参
加
料
）
無
料
、
連
動
の
で
き
ろ
服

装
で
屋
内
用
シ
ュ
ー
．
ス
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

S
問
い
合
あ
せ
）
遠
賀
コ
ミ
ュ
ー
〓
ア
ィ



一、－7、

劉nしてのませ肌
水巻町リサイクル連絡会準備会では、

“はじめようリサイクルiNまいシティ

をテーマにリサイクルフェアーを開催し

ます。お気軽に参加ください。

●と　き二日目30日出の11時から16時ま

で

●ところ＝水巻町役場横広場・水巻中央

公民館

●内　容

音記念講演　　　　14：00－16：00

平井初美氏（牛乳パックの再利

用を考える全国連結会代表）

音大地のみどり展　11：00－16：00

0フリーマーケット11：00－16：00

家庭に眠っている不用品を簸売しま

せんか？参加者を募集しています。

●申込み＝11月25日までにリサイク

ル麦の会事務局　小池

℡（202）2813まで

○資源ゴミ回収コーナー

資源ゴミを回収します。

※対象品目＝牛乳パック、アルミ

缶、廃油、古紙

北九州I玖ポートセンター

が開設しました。

これまでの戸畑市民

会館（火曜日のみ）が

大きく変わり、パスポ
ートが取りやすくなり

ました。

●開設日＝11月1日から

●ところ＝北九州国際会議場1階

（西日本総合展示場前）

●受付時間＝●平日は9時～16時

●土曜は9時～12時

（日曜日、祝日、年末年始と

第2・4土曜日は休み）

●問い合わせ＝県国際交流課

℡092（622）1908へ

－
セ
ン
タ
ー
肉
体
育
振
興
係
℡
（
2
9

3

）

6

5

2

5

へ

一
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

●
と
　
き
Y
 
n
月
蝕
日
（
日
）
の
9
時

か
ら

●
と
こ
ろ
）
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
チ
ー
ム
編
成
）
如
哉
以
上
の
男
性
・

女
性
別
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
競
技
者

は
1
チ
ー
ム
4
人
と
し
ま
す
。

●
申
込
締
切
日
）
日
月
1
7
日
（
日
）
ま

で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
町
体

育
協
会
℡
（
2
9
3
）
5
4
3
4
へ

さ
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
割
引
対
象
）
療
育
手
帳
（
A
か
B
）

の
所
持
者

●
割
引
内
容
）
J
R
、
各
民
営
鉄
道
、

バ
ス
、
旅
客
船
、
航
空
旅
客
賃
な
ど
に

つ
い
て
、
身
体
障
害
者
と
同
様
の
割
引

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
手
鏡
方
法
）
療
育
手
帳
、
本
人
の
写

真
（
s
X
4
儒
）
、
印
カ
ン
を
縛
っ
て

役
場
福
祉
課
で
書
換
え
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
向
い
合
わ
せ
）
役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

こ
と
な
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
け
っ

こ
う
で
す
。
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
）
Ⅱ
月
Ⅱ
日
（
月
）
の
1
0
時

か
ら
1
6
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
遠
賀
町
商
工
会
館

●
柏
餓
員
）
税
理
士
、
町
税
務
課
職
員

●
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
町
商
工
会
℡

（
2
9
3
）
0
1
6
5
へ

財
務
行
政
相
談
を

日
月
約
日
に
行
い
ま
す
。

大
蔵
省
福
岡
財
務
支
局

お
脚
㊧
憧

税
の
無
料
相
談
を

日
月
日
日
に
行
い
ま
す
。

緑
青
手
帳
の
宣
使
え
手
続
き

を
受
付
け
て
い
ま
す
。

割
引
制
度
を
利
用
す
る
時
は
、
療
育

手
帳
の
捷
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
役

場
福
祉
課
で
療
育
手
帳
の
書
換
え
手
続

若
松
税
務
署

日
月
Ⅱ
日
か
ら
1
7
日
ま
で
の
一
週
間

は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
次
の
と
お
り
税
の
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。
税
金
に
関
す
る

福
岡
財
務
支
局
で
は
、
国
有
財
産
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皇
道
・
水
路

の
払
い
下
げ
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
と
関

係
の
あ
る
薯
に
つ
い
て
の
一
日
相
談
室

を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き
）
Ⅱ
月
銃
口
（
火
）
の
1
3
時

5
0
分
か
ら
1
5
時
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
）
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
ア
イ
ー
セ

ン
タ
ー
2
階
の
（
サ
ー
ク
ル
活
動
室
）

●
柏
鮫
員
）
福
岡
財
務
支
局
職
貝

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

●
期
　
間
）
成
月
2
7
日
ま
で

●
と
こ
ろ
）
町
内
の
各
病
院
及
び
医
院

●
時
　
間
）
診
漂
時
間
内

●
対
　
象
）
3
歳
以
上
の
希
望
者

●
議
運
方
法
）
1
週
間
か
ら
4
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
2
回
接
穂

●
持
参
晶
）
印
カ
ン
と
母
子
健
康
手
帳

●
料
　
金
）
l
回
に
つ
き
脚
円

●
そ
の
他
）
中
学
生
以
下
及
び
生
活
保

護
又
は
町
県
民
税
が
均
等
割
額
以
下

の
世
帯
の
人
は
、
保
健
衛
生
係
窓
口

で
無
料
用
問
診
票
を
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

3

歳

児

検

診

●
期
　
日
）
n
月
約
日
（
金
）

●
時
　
間
）
・
受
付
　
1
3
時
的
分
～
調

時
・
検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

●
と
こ
ろ
）
．
中
央
公
民
館

●
対
象
者
）
満
3
歳
を
超
え
、
涌
4
歳

に
達
し
な
い
幼
児
（
昭
和
6
3
年
5
月
～

錦
年
m
月
生
）

●
そ
の
他
）
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
尿
検
査
を
行
い
ま
す
の
で

お
子
さ
ん
の
尿
を
調
性
程
度
（
検
診
日

早
朝
の
尿
）
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
尿
は

よ
く
洗
っ
た
ピ
ン
や
フ
タ
の
付
い
た
容

器
な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

●
目
　
時
）
Ⅱ
月
舶
日
（
木
）
・
日
月
1
9

日
（
火
）
・
紳
日
（
水
）
・
職
月
4
日
（
水
）

・
受
付
9
時
～
・
檎
膨
れ
時
～

●
定
　
員
）
・
乳
が
ん
　
　
各
日
5
0
人

・
子
宮
が
ん
　
各
日
脚
人

●
料
　
金
）
1
つ
の
検
診
に
つ
き
馴
円

（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

●
申
込
期
日
及
び
申
込
み
）
Ⅱ
月
1
日

よ
り
受
付
け
て
い
ま
す
。
定
貝
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。
保
健
衛
生
係
窓
口

又
は
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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遠
賀
が
生
ん
だ
偉
人
〟
添
田
寿
一
博
士
〟
の

隠
れ
た
一
面
を
偲
ぶ
。

●
小
松
範
三
郎
さ
ん
（
大
正
2
年
1
月
1
日
生
ま
れ
・
7
9
牢
老
良
）

先
日
家
の
中
の
片
付
け
ご
と
を
し
て

い
る
と
笹
筈
の
臓
か
ら
古
び
た
巻
物
が

出
て
来
ま
し
た
。

早
速
開
い
て
見
る
と
祖
父
小
松
（
旧

姓
原
田
）
仁
平
が
生
前
自
慢
し
て
大
事

に
宝
に
し
て
い
た
添
田
博
士
直
筆
で
達

筆
な
手
紙
で
し
た
。

母
堂
が
お
亡
な
ら
れ
た
時
の
葬
儀
の

お
礼
と
香
典
返
し
に
各
所
に
寄
附
さ
れ

た
時
の
明
細
報
告
で
し
た
。

こ
の
中
で
寿
－
博
士
は
、
在
東
京
福

岡
県
遠
賀
郡
学
生
寄
宿
舎
、
東
筑
中
学

奨
学
金
老
艮
小
学
校
、
各
孤
児
院
・
盲

唖
学
校
な
ど
へ
百
円
か
ら
五
百
円
の
寄

附
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
百
円
が

い
か
に
価
値
が
あ
っ
た
か
米
価
を
対
照

に
現
在
と
比
較
し
て
み
る
と
、
明
治
四

十
三
年
米
一
升
十
銭
一
俵
四
円
、
百
円

あ
れ
ば
二
十
五
億
買
え
た
。
現
在
一
升

五
百
円
一
億
二
万
円
、
当
時
百
円
で
買

え
た
米
を
今
買
う
と
す
れ
ば
五
十
万
円

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

右
の
算
定
に
な
り
博
士
が
寄
附
さ
れ

た
額
は
如
何
に
高
額
だ
っ
た
か
想
像
で

き
ま
す
。

今
を
と
き
め
く
博
士
が
何
故
無
名
無

役
の
田
舎
老
人
に
大
切
な
書
面
を
下
さ

っ
た
か
と
私
は
思
い
ま
し
た
が
、
ふ
と

七
十
年
前
の
昔
、
祖
父
が
父
に
話
し
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
添
田

家
の
長
男
安
吾
氏
（
博
士
の
兄
）
に
老

良
の
原
田
弥
七
（
祖
父
の
兄
）
の
二
女

ト
ミ
が
嫁
に
行
っ
て
居
り
、
気
立
て
の

優
し
い
女
性
で
夫
安
富
、
姑
に
仕
え
、

特
に
義
母
と
の
折
り
合
い
が
良
く
母
を

大
切
に
し
て
い
た
そ
う
で
、
母
の
死
水

も
取
り
、
あ
と
の
供
養
も
欠
き
ず
し
て

居
り
、
そ
の
こ
と
が
孝
養
深
い
博
士
に

感
謝
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
ト
ミ

が
祖
父
の
姪
で
親
代
り
に
面
倒
を
み
て

い
た
ら
し
く
博
士
が
そ
の
こ
と
を
良
く

ご
存
じ
な
の
で
、
義
理
堅
い
博
士
が
大

切
な
書
状
を
く
だ
さ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た。

昨
今
忘
れ
勝
ち
な
遠
賀
が
生
ん
だ
偉

人
添
田
芳
一
博
士
の
隠
れ
た
一
面
が
偽

れ
ま
す
。

遠
賀
川
の
堤
防
老
良
区
の
真
上
に
当

る
地
に
従
四
位
子
爵
黒
田
長
敬
書
に
よ

る
法
学
博
士
添
田
寿
一
君
詩
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
老
良
の
人
は
こ
れ
を
寿
一

さ
ん
の
記
念
碑
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

大
正
九
年
一
月
建
立
で
、
以
来
老
良

区
の
年
中
行
再
の
一
つ
と
し
て
毎
年
五

月
三
日
の
憲
法
記
念
日
に
祭
典
が
行
れ

て
い
ま
す
。
私
が
子
供
の
頃
は
博
士
も

健
在
で
、
記
念
碑
の
祭
典
は
仲
々
盛
大

で
し
た
。

祭
典
の
前
日
は
朝
か
ら
花
火
を
打
ち

上
げ
、
各
家
庭
で
は
国
旗
を
掲
げ
、
記
念

碑
の
正
門
に
国
旗
、
記
念
碑
に
は
万
国

旗
を
毅
り
巡
ら
し
幕
を
張
り
、
時
間
に

な
る
と
子
ど
も
も
大
人
も
全
員
集
合
。

親
戚
知
人
も
大
勢
来
ら
れ
て
大
変
賑
や

か
で
し
た
。

現
在
は
当
時
に
比
べ
る
と
質
素
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
も
欠
か
さ
ず
（
七
十

数
年
聞
）
祭
典
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

老
良
は
博
士
出
生
地
で
あ
り
偉
大
な

る
博
士
は
遠
賀
町
の
誇
り
で
あ
る
と
共

に
老
良
の
地
に
建
つ
添
田
寿
一
博
士
の

記
念
碑
は
、
永
遠
に
青
少
年
育
成
の
手

本
に
な
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

西
目
回
国

▼
先
日
、
青
少
年
主
張
大
会
が
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

1
6
人
の
主
張
を
聞
い
た
。
そ
の
中
で
約

半
数
が
現
境
問
題
に
ふ
れ
ろ
発
表
だ
っ

た
。
今
、
ゴ
ミ
・
水
・
大
気
汚
染
間
題

に
大
人
た
ち
は
必
死
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と

環
境
保
全
型
の
子
ど
も
た
ち
ま
で
汚
染

し
て
し
ま
わ
な
い
か
と
心
配
に
な
る
。

▼
三
日
の
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
で
は
、

千
人
を
越
す
参
加
者
で
西
川
河
川
敷
は

賑
わ
い
、
コ
イ
や
フ
ナ
、
ポ
う
、
ハ
ゼ

な
ど
沢
山
の
魚
が
釣
れ
、
あ
ち
こ
ち
で

楽
し
そ
う
な
声
が
聞
か
れ
た
。
だ
が
、

こ
の
間
の
上
流
は
日
を
覆
い
た
く
な
る

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
何
人
の
人

が
知
っ
て
い
る
の
か
不
安
に
な
っ
た
。

（池ポウ）


